






新生児腹膜炎は,現在でも最も予後の不良な疾患であり,最近の数年間その死亡率に大きな

変化が見られていない。診断の遅れによる腹膜炎に続発する敗血症性ショックが最も重要

な死因とみなされている。消化管穿孔による腹膜炎を併発した新生児の多くは,代謝性アシ

ドーシスに陥っており,かつ腎機能の低下がみられる例が多い。このような代謝性アシドー

シスは重炭酸ナトリウムを使用して治療するのが普通である。しかし,重炭酸ナトリウムの

反復使用は,同時に高ナトリウム血症による出血などの重篤な合併症の危険を伴っている。

従って,そのような危険の少ない治療法が求められる。 

新生児腹膜炎症例の予後決定因子を分析し,合わせて,人工呼吸器を使用し強制的に換気を

行い,代謝性アシドーシスを改善することにより治療効果をあげうるかどうかを検討した。 


